
ウェイトチェッカ現地点検サービス

A&Dの現地点検サービスをご利用ください！そんな時は…

日常点検で発見できない
不具合の見極め

Point1

計量精度調整を行い、
信憑性の高い結果

Point2

訓練された技術者による
現地点検サービス

Point3

対外的、公的な校正で
信頼性の確保

Point4

https://www.aandd.co.jp/

FE 部
東日本　048-593-1592（9:00 ～ 17:00）
西日本　06-7668-3908（9:00 ～ 17:00）

▼お見積り・ご依頼は販売店までお願いします。▼点検・校正サービスに関するご質問は

　ウェイトチェッカでお困りごとはありませんか？

機械を動かすと
異音がする 計量誤差が大きい…

正常に機能している
証明が欲しい

部品交換の必要が
あるか知りたい

私た
ちにお任せ下さい！



＊FE_KRKOUSEI-ADJC-��-SI�-��b��GP※本カタログは事業者向けです。

Windows、Windows Vista、Excel、Wordは米国およびその他の国における米国Microsoft Corporationの登録商標または商標です。https://www.aandd.co.jp/ �����

各校正業者（メーカー含む）が独自の規定により運用している校正です。一般校正（ISO校正）

点検内容・校正書類に関するお問い合わせ
FE 部
東日本　048-593-1592（9:00 ～ 17:00）
西日本　06-7668-3908（9:00 ～ 17:00）

計量データの信頼性を保つために定期的な点検が必要です！

精度維持管理に適した校正書類をご用意しております！

定期点検による精度調整、消耗品の見極めを推奨します！

計量誤差が大きくなっているかも！？計量誤差が大きくなっているかも！？

発行番号  ********** 号 
発行日 ****年 **月 **日 

 
 

校 正 証 明 書 
 
 
依 頼 者        株式会社**** 

 
製 造 者        株式会社 エー・アンド・デイ 

 
校 正 日    ****年 **月 **日 

 
校 正 結 果    別紙 検査成績書のとおり 

 

品      名 型     式 製 造 番 号 

ウエイトチェッカ *********** ******** 

   

   

   

   
上記製品は,別紙の検査成績書のとおり校正された事を証明致します。 
尚、検査に使用した標準器は、国家標準もしくは国際標準にトレーサブルです。 
使用標準器 
標 準 器 名 型   式 製 造 番 号 管理番号 有 効 期 限 

標準分銅 
標準分銅 
以下余白 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

増おもり型 
枕型 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

***** 
***** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

***** 
***** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

****年**月**日 
****年**月**日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
  株式会社エー・アンド・デイ               様式 No.品－059B 

見本

発行番号 *************** 号

◎性能検査 / ) / )
( )

1. サンプルの再現性 2. 偏置荷重
/ ) / )

/ )

※①と②・③・④・⑤の差で測定

( ) ( ) ( )

※判定基準はサンプル形状、使用環境により違う為、お客様に確認した数値になります。

3. 直線性
大レンジ )

小レンジ )

4. 機能検査

備考( )

ご注意 製品がシングルレンジの場合、大レンジに検査値を記入いたします。

様式 No.QR-020-580-00

(判定基準： (検査荷重: 
(判定基準: 

合 / 否

有 /　無

否
極性表示確認 合 / 否 ｵﾌﾟｼｮﾝ動作確認 合 / 否 NG品動作確認

合 / 否 各ｷｰｽｲｯﾁ動作 合 /

-

安定表示確認 合 / 否 ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ動作 合 / 否 ひょう量OVER確認

検査値(前ﾃﾞｰﾀ) - - - - -

500 g
検査値 0.00 100.00 200.00 300.00 400.00 500.00

200 g 300 g 400 g
(判定基準： 各ポイントにおいて ± - g

検査荷重 0 g 100 g

2000.0
検査値(前ﾃﾞｰﾀ) - - - - -

1500 g 2000 g
検査値 0.0 500.0 1000.0 1500.0

- g
検査荷重 0 g 500 g 1000 g

標準偏差 0.000 0.000

(判定基準： 各ポイントにおいて ±

範囲 0.0 0.00 ｺﾝﾍﾞｱ速度： **.* m/min

高さ ** ㎜

最小値 20.0 20.00 ｻﾝﾌﾟﾙの重量値(静止荷重)： **.* g

㎜ × 幅 ** ㎜ ×

※流れ方向：　　左 右
最大値 20.0 20.00 ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞ： 長さ ***

10回目 20.0 20.00
平均値 20.0 20.00

8回目 20.0 20.00

9回目 20.0 20.00

6回目 20.0 20.00
7回目 20.0 20.00

5回目 20.0 20.00 ⑤ 1000.0 200.00
4回目 20.0 20.00 ④ 1000.0 200.00
3回目 20.0 20.00 ③ 1000.0 200.00
2回目 20.0 20.00 ② 1000.0 200.00
1回目 20.0 20.00 ① 1000.0 200.00

g 小ﾚﾝｼﾞ ± 0.13 g
大レンジ 小レンジ 荷重位置 大レンジ 小レンジ

回数
移動重量値 大ﾚﾝｼﾞ ± 0.3

大ﾚﾝｼﾞ 1000 g 小ﾚﾝｼﾞ 200 g

g
以下検査値データの単位: g

標準偏差 0.18 g 0.08 g

g (小レンジ: ひょう量 500 g 最小表示 0.01(大レンジ: ひょう量 2000 g 最小表示 0.1

****.**.** ****.**.**

使用検査装置

標準器名 型式 管理番号
標準分銅 増し重り型（組） *****

%RH

検査条件 □ 調整前 ■ 調整後

検査

検査場所 株式会社****

合格温湿度 25 ℃ 50

型式 **********

製造番号 ********
総合判定 承認

検　査　成　績　書

検査年月日 **** 年 ** 月 ** 日

③

⑤

④

②

①

見本

管理番号

年 月 日 （*）

型式

結果

✓

✓

✓

速度＝ ✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓ 使用分銅

✓ 内訳 1000g ×1

　± 0.3 g　以内　　 ✓ 内訳 1000g ×1

0.3 g ✓ 使用分銅

2000 ｇ 検査荷重 ✓ 内訳 1000g ×2

表示値 ✓ 内訳 100g ×5

商品： 0.3 g ✓

測定回数 ✓

10回 ✓

✓

　 ※注：要修理とは、現時点では使用上問題は有りませんが

　　　　  早期に修理実施を推奨させて頂く判定を示します。

様式№ QR-020-562-01　　　✓ ○ △ ☓ ／

一覧判定欄　記入記号

良好 処置後良好 要修理 不可 該当無し

選別機 選別機の動作確認

備考

1000.0g 1000.0g 1000.0g 0.0g

環境により、判定

（　ｇ　） ｻﾝﾌﾟﾙ重量 平均値 最大値 最小値 標準偏差 基準は変わります

1000.0g

1500.0g 2000.0g

単位 動的繰返し性 **** 判定基準： 標準偏差

****

0ｇ 500g 1000g 1500g 2000g

秤量 直線性 判定基準： 各ポイントにおいて

0.0g 500.0g 1000.0g

1000g 1000.0g

1000.0g 1000.0g ****

判定基準： 中心との偏差が 1000.0g

（AD4412） （ソフトウェアバージョンの確認：計量部ソフトウェア） Ver． AD4412のみ確認

計量部

偏置荷重

ソフトウェア ソフトウェアバージョンの確認（表示部ソフトウェア） Ver． ******

光電センサーの確認

　表示部

LCDが正常に表示されていることを確認

スイッチ類の動作確認

ブザー・スピーカーの確認

USB動作確認

速度の確認 **.* ｍ/min設定時 **.* ｍ/min

点検項目 点検内容 摘要

外観
機構部

外観(傷・錆・汚れ・ガタツキ等)

ベルトの確認(傷・汚れ・蛇行等)

プーリー・ギア・ローラーの確認

選別機型式 ******** 製造番号 *****

合格
　．　　．

検査装置 ******** 管理番号 *****

本体型式 ******** 製造番号 ******
総合判定 点検者

*********

顧客名 株式会社****

実施日 **** ** **

ウェイトチェッカ 点検チェックシート

開発・技術センターＦＥ部
〒364-0011 埼玉県北本市朝日1-243

TEL 048-593-1592 FAX 048-593-1485

見本

検査対象品の品質や
歩留まりに悪影響を
及ぼします‼

項　目

日常点検

定期点検（一般校正）

担　当

使用者

エー・アンド・デイ

点検周期

始業前（休憩後）

1年（推奨）

長期間点検せずに使用

設置環境の変動

自動捕捉式はかりの検定については
こちらから詳しくご参考いただけます
https://www.aandd.co.jp/support/calibration/


